
と
和
楽
茶
会
の
ご
案
内
ｘ 

 

 
今
夏
は
殊
の
ほ
か
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま
し
た
。
い
つ
の
間
に
か
涼
風
も
立
ち
始
め
、
何
処
か
ら 

と
も
な
く
虫
の
声
も
聴
こ
え
て
、
朝
夕
は
た
い
へ
ん
凌
ぎ
や
す
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

 

皆
様
方
に
は
、
お
元
気
に
て
お
過
ご
し
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

天
地
異
変
の
東
日
本
の
震
災
か
ら
早
や
六
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
変
な
時
期
に
と
は 

思
い
ま
し
た
が
、
第
九
回
和
楽
茶
会
を
催
し
た
く
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
回
は
西
尾
市
荻
原
に
あ
り
ま
す
「
海
蔵
寺
」
に
て
釜
を
掛
け
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
海
蔵
寺
は
、 

室
町
時
代
の
「
応
仁
の
乱
」
の
頃
に
創
建
さ
れ
た
歴
史
の
あ
る
お
寺
で
す
。
そ
の
境
内
に
は
由
緒
あ
る 

多
く
の
お
堂
が
あ
り
、
又
、
庭
の
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
紅
葉
は
、
そ
の
時
節
、
見
事
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

心
定
ま
ら
な
い
日
々
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
日
常
を
離
れ
た
ひ
と
刻
を
お
過
ご
し
戴
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
お
客
様
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト 

中
道
ひ
か
り
さ
ん
、
ピ
ア
二
ス
ト 

高
木
幸
江
さ
ん
で
す
。 

多
方
面
で
ご
活
躍
の
お
二
人
の
デ
ュ
オ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
（
十
一
時
頃
）
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

初
冬
の
一
日
、
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
お
出
掛
け
頂
け
ま
し
た
ら
幸
に
存
じ
ま
す
。 

         

一一一一
、、、、    

日
時
日
時
日
時
日
時 

 
 
 

 
 

 
 

十
一
月
十
三
日

十
一
月
十
三
日

十
一
月
十
三
日

十
一
月
十
三
日
（（（（
日日日日
））））
午
前
十
時

午
前
十
時

午
前
十
時

午
前
十
時
よ
り
よ
り
よ
り
よ
り
午
後
三
時

午
後
三
時

午
後
三
時

午
後
三
時
ま
で
ま
で
ま
で
ま
で    

    
    

一一一一
、、、、    

会
場
会
場
会
場
会
場 

 
 
 

 
 

 
 

西
尾
市
荻
原

西
尾
市
荻
原

西
尾
市
荻
原

西
尾
市
荻
原 

 
 
 

 
 

 
 

海
蔵
寺

海
蔵
寺

海
蔵
寺

海
蔵
寺    

    

一一一一
、、、、    

茶
券
茶
券
茶
券
茶
券 

 
 
 

 
 

 
 

三
千
五
百
円

三
千
五
百
円

三
千
五
百
円

三
千
五
百
円
（（（（
薄
茶
薄
茶
薄
茶
薄
茶
、、、、
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト
、、、、
点
心
点
心
点
心
点
心
））））    

 

※ 

ご
出
席
の
可
否
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
数
で
す
が
同
封
の
葉
書
に
て 

十
月
十
五
日
迄
の
ご
返
信
を
頂
き
ま
す
様
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。 

 

和和和和    

楽楽楽楽    

茶茶茶茶    

会会会会    

のののの    

ごごごご    

案案案案    

内内内内    

 


